
指定管理者制度適用施設の概要・制度適用方法 

【整理番号１】 

１ 施設の概要 

(1) 名称 米子市シルバーワークプラザ 

(2) 所在地 米子市錦町一丁目１１０番地 

(3) 構造 鉄骨造り二階建て 

(4) 敷地面積 １，３６８平方メートル 

(5) 建築面積 ６１１．５平方メートル 

(6) 開館日 平成８年４月１日 

(7) 主な施設内容 １階 理事長室・事務室・作業室・倉庫 

２階 多目的室(136.5㎡)・会議室（20人）・休憩室・作業室 

※一般共用部分 多目的室(136.5㎡)・会議室（20人） 

(8) 施設の設置目 

 的（総合計画との 

 関連性等） 

プラザは、健康で働く能力や意欲のある高年齢者の就業・研修・

会議等の便宜を供与することにより、高年齢者の能力活用及び社

会参加を推進するため設置されている。 

市の総合計画では、豊かな経験や知識・技能を地域社会の中で活

かしながら、積極的に社会活動に参加することにより、社会の担

い手としての役割と責任を果たすことができる社会参加のための

環境づくりの推進を目標としています。このため、プラザでは次

に掲げる事項を実施しています。 

・シルバー人材センターの活用による高齢者の社会参加の促進 

(9) 施設の現状 高年齢者の能力活用及び社会参加を推進するため、働く能力や意

欲のある高年齢者の就業・研修・会議等の便宜を組織的に提供し、

シルバー人材センター事業の拠点として運用されている。 

(10) 施設の運営状 

 況（平成２６年 

 度）の概要 

ア 利用許可件数 ３５１件 

イ 利用者数 ２，６３８人 

ウ 利用料金収入額 ２，１２０円 

   使用料の免除対象となる高年齢者の労働能力活用を目的と

した事業以外の利用がほとんどなかった 

エ 主な自主事業 

  ありません。 

オ 管理運営費（支出額の合計） ６５１千円（消耗品、光熱水

費、保険料、清掃業務、警備業務、整備保守業務に係る委託

料） 

 



  

２ 制度適用方法 

 (1) 指定の期間 

   平成２８年４月１日～平成３３年３月３１日（５年間） 

 (2) 業務の範囲及び管理の基準（主なもの） 

  ア 施設等の維持管理 

  イ 施設等の利用の許可 

   ・指定管理者は、市長の承認を受けて、開館時間及び休館日の変更が可能 

   ・指定管理者は、使用許可事務を代行 

   ・利用料金制度を採用しないが、指定管理者には使用料の収納事務を委託収入とし

て収受） 

  ウ 利用の促進 

  エ 自主事業の企画及び実施 

   ・事業の内容は、あらかじめ市と協議 

(3) 管理業務の処理体制 

   職員の適正配置のほか体制の整備。なお、施設には、統括責任者として理事長１人

を、これを補佐する者として事務局長１人を置く。 

(4) 管理業務の処理体制 

 ア 市に専属的に付与された行政処分（目的外使用の許可など） 

 イ シルバー会員理事者会議の開催 

(5) 管理業務の処理に必要な経費 

   指定管理者は、管理業務の処理に必要な経費を、指定管理料及び自主事業の収入に

よって賄う 

 (6) その他の条件 

   ありません 



  

指定管理者制度適用施設の概要・制度適用方法 

【整理番号２】 

１ 施設の概要 

(1) 名称 米子市観光センター 

(2) 所在地 米子市皆生温泉三丁目１番１号 

(3) 構造 鉄筋コンクリート造り 

地上２階建て 

(4) 敷地面積 １，８０５．２３平方メートル 

(5) 建築面積 １，６１０．４６平方メートル 

(6) 開館日 昭和５８年４月１日 

(7) 主な施設内容 多目的ホール（２６７㎡、舞台装置・音響設備・照明一式）、研修

室（８４㎡）、調理研修室、和室（１２．５畳間）、第１展示ホー

ル（１４８㎡）、第２展示ホール（１２２㎡）、第３展示ホール（１

２５㎡）、会議室（３９㎡）、観光案内所、バス発着ステーション、

駐車場（３１台収容） 

(8) 施設の設置目 

 的（総合計画との 

 関連性等） 

米子市観光センターは、皆生温泉の観光振興を図るため設置さ

れている。 

市の総合計画では、観光客の多様なニーズに応えるため、施設

整備の推進やサービスの充実を図り、温泉の泉質や日本海に臨む

白砂青松の雄大な風景、それを利用した様々なツーリズムを提供

し、独自の魅力を発信していく必要があるとしており、その実現

のため、官民が連携した観光施策や政策及び施設整備の推進（米

子市観光センターの充実した活用）を主な施策としている。 

(9) 施設の現状 米子市観光センターは、展示、研修会、講演会等のコンベンシ

ョンを推進する多目的ホール等を兼ね備えており、訪れる多くの

観光客に対し、観光案内、宣伝、宿泊施設の紹介などの利便性を

提供するとともに、路線バス等の発着場として利用される各種交

通の集中する滞留拠点施設である。 

(10) 施設の運営状 

 況（平成２６年 

 度）の概要 

ア 利用許可件数 １，９８５件 

イ 利用者数 ２９，９３０人 

ウ 利用料金収入額 ４，８４７千円 

エ 主な自主事業 

・皆生温泉素鳳ふるさと館での常設展及び企画展の実施 

・観光センター周辺にぎわい創出事業 

・トライアスロン展の実施 

オ 管理運営費（支出額の合計） ７，４２９千円 



  

２ 制度適用方法 

(1) 指定の期間 

平成２８年４月１日～平成３３年３月３１日（５年間） 

(2) 業務の範囲及び管理の基準（主なもの） 

ア 施設等の維持管理 

イ 施設等の利用の許可 

・指定管理者は、市長の承認を受けて、開館時間及び休館日の変更が可能 

・指定管理者は、使用許可事務を代行 

・利用料金制度を採用（利用料金は､指定管理者が条例に規定する使用料等の金額の

範囲内において、市長の承認を受けて定め、利用者から徴収。利用料金は、指定

管理者の収入として収受） 

ウ 利用の促進 

エ 自主事業の企画及び実施 

・事業の内容は、あらかじめ市と協議 

(3) 管理業務の処理体制 

職員の適正配置のほか体制の整備。なお、施設の統括責任者１人を定めておく。 

(4) 管理業務の処理に必要な経費 

指定管理者は、管理業務の処理に必要な経費を、指定管理料及び自主事業の収入に

よって賄う。 

(5) その他の条件 

ア 指定管理者は、利用者で構成する団体その他関係団体と連携協力 

イ 指定管理者は、米子市観光センターの近隣に所在する皆生海浜公園多目的広場夜

間照明施設（有料公園施設）の使用料収納業務（照明施設利用カードの販売）を無

料で行う。 



  

指定管理者制度適用施設の概要・制度適用方法 

【整理番号３】 

１ 施設の概要 

  米子市淀江温浴施設（淀江ゆめ温泉） 

(1) 名称 米子市淀江温浴施設（淀江ゆめ温泉） 

(2) 所在地 米子市淀江町福岡１５４７番地 

(3) 構造 

 

鉄骨造 

地下１階地上２階立て 

(4) 敷地面積 ５，９６０平方メートル 

(5) 建築面積 １，７４１．５７平方メートル 

(6) 開館日 平成１２年８月１２日 

(7) 主な施設内容 大浴場、露天風呂、サウナ、リラクゼーションルーム、休憩室、

和室集会室、レストラン、会議室、フロント、ロビー、売店等 

(8) 施設の設置目 

 的（総合計画との 

 関連性等） 

 地域資源である古代文化遺産を活用し、地域の活性化と住民福

祉の増進を図る。 

(9) 施設の現状 淀江ゆめ温泉は、市民をはじめ近隣市町村民や観光客の温浴施

設として、また、各種会合や地域住民のふれあいの場として利用

されている。 

(10) 施設の運営状 

 況（平成２６年 

 度）の概要 

ア 利用者（入浴者）数 １１７，６４４人 

イ 利用料金収入額 ５０，８２６千円 

ウ 主な自主事業 

 ・食事売上 ３１，０９２千円 

 ・物販売上 ２９，６２０千円 

オ 管理運営費（支出額の合計）  計算中 

 

 米子市伯耆古代の丘公園 

(1) 名称 米子市伯耆古代の丘公園 

(2) 所在地 米子市淀江町福岡１５２９番地 

(3) 構造 鉄骨造２階立て ほか 

(4) 敷地面積 ９６，２６７平方メートル 

(5) 建築面積 ７３５．８５平方メートル 

(6) 開館日 平成７年４月２２日 

(7) 主な施設内容 管理棟、古代体験の館、弥生村、古代ハスの園、お祭広場等 



  

(8) 施設の設置目 

 的（総合計画との 

 関連性等） 

地域資源である古代文化遺産を活用し、市民の歴史に関する意識

の向上及び歴史教育の振興を図る。 

(9) 施設の現状 上淀廃寺跡や向山古墳群等の隣接地に古代の生活・文化を感じ

る施設として整備されたもので、観光客や幼稚園・小学校の校外

授業などに利用され、蓮の開花時期をはじめ季節の草木を目当て

に愛好者が訪れている。また、各種イベントの際は会場として利

用されている。 

(10) 施設の運営状 

 況（平成２６年 

 度）の概要 

ア 利用者数 ８，８９１人 

イ 利用料金収入額 １，１８０千円 

ウ 主な自主事業 

 ・古代体験  １，７６９人 

エ 管理運営費（支出額の合計） ２３，１３８千円 

 

 上淀白鳳の丘展示館 

(1) 名称 上淀白鳳の丘展示館 

(2) 所在地 米子市淀江町福岡９７７番地２ 

(3) 構造 鉄筋コンクリート造平・重量鉄骨造平 

(4) 敷地面積 １，９４７．３３平方メートル 

(5) 建築面積 ５７５．５７平方メートル 

(6) 開館日 平成２３年４月２４日リニューアルオープン 

(7) 主な施設内容 展示室１・２・３（２・３は新館）、収蔵庫等 

(8) 施設の設置目 

 的（総合計画との 

 関連性等） 

郷土の歴史に関する市民の知識及び教養の向上に資するととも

に、地域資源である古代文化遺産を活用し、地域振興を図る。 

(9) 施設の現状 上淀廃寺跡ガイダンス施設として平成２３年４月にリニューア

ルオープンし、金堂内部を３体の仏像とともに原寸大で再現され

ている。このエリアの魅力アップと来訪者の増加を目的として「彼

岸花の里づくりプロジェクト事業」に取り組まれ、上淀廃寺跡法

面への彼岸花の植栽作業にボランティアを募集して、このエリア

への関心・愛着を持って継続的に来訪いただけるよう活動されて

いる。 

現地への案内解説が大変喜ばれている。 

(10) 施設の運営状 

 況（平成２６年 

ア 利用者数 ３，７８３人 

イ 利用料金収入額 ７０７千円 



  

 度）の概要 ウ 主な自主事業 

 ・史跡案内    ２，２５２人 

 ・企画展 イベント共催 １，０９９人 

エ 管理運営費（支出額の合計） ９，０３７千円 

 

２ 制度適用方法 

 (1) 指定の期間 

   平成２８年４月１日～平成３３年３月３１日（５年間） 

 (2) 業務の範囲及び管理の基準（主なもの） 

  ア 施設等の維持管理 

  イ 施設等の利用の許可 

   ・指定管理者は、市長（教育委員会）の承認を受けて、開館時間及び休館日の変更

が可能 

   ・指定管理者は、使用許可事務を代行 

   ・利用料金制度を採用（利用料金は､指定管理者が条例に規定する使用料等の金額の

範囲内において、市長（教育委員会）の承認を受けて定め、利用者から徴収。利

用料金は、指定管理者の収入として収受） 

  ウ 利用の促進 

  エ 自主事業の企画及び実施 

   ・事業の内容は、あらかじめ市と協議 

(3) 管理業務の処理体制 

   職員の適正配置のほか体制の整備。なお、伯耆古代の丘公園、上淀白鳳の丘展示館

には、統括責任者として館長１人を、これを補佐する者として副館長１人を置く。 

   また、上淀白鳳の丘展示館については学芸員１人を置く。 

 (4) 管理業務の処理に必要な経費 

   指定管理者は、管理業務の処理に必要な経費を、指定管理料及び自主事業の収入に

よって賄う。 

 (5) その他の条件 

  ア 指定管理者は、雇用する職員の労働条件の維持に配慮 

  イ 指定管理者は、利用者で構成する団体その他関係団体と連携協力 



  

指定管理者制度適用施設の概要・制度適用方法 

【整理番号４】 

１ 施設の概要 

(1) 名称 米子市淀江農林産物直売施設（淀江どんぐり村） 

(2) 所在地 米子市淀江町本宮４６４番地２ 

(3) 構造 

 

木造平屋建て 

(4) 敷地面積 ８１６平方メートル 

(5) 建築面積 １３５．４平方メートル 

(6) 開館日 平成９年３月１５日 

(7) 主な施設内容 レストラン 農林産物直売所 

(8) 施設の設置目 

 的（総合計画との 

 関連性等） 

中山間地域である淀江町本宮地区の農家を中心として、レスト

ランと農林産物の直売を通じて本宮地域の活性化を図る。 

(9) 施設の現状 地元本宮地区の農家を中心に出荷された季節の野菜や山菜、そ

の加工品などの直売と、レストランでは地元で取れた食材を使っ

たメニューや季節限定メニューなどが提供され、多くの利用者が

訪れている。 

また、前庭では、本宮の泉湧水が２４時間汲み上げられており、

湧水を求めて多く方が訪れている。 

(10) 施設の運営状 

 況（平成２６年 

 度）の概要 

ア 利用許可件数 ４７６件 

イ 利用者数 １４２，６２３人 

ウ 利用料金収入額 ０円 

エ 主な自主事業 

 ・レストラン部門   ４，６３０千円 

・農林産物直売部門 ３８，０１５千円 

オ 管理運営費（支出額の合計） ４２，６３４千円 

（会計年度 １月１日～１２月３１日） 

 



  

２ 制度適用方法 

 (1) 指定の期間 

   平成２８年４月１日～平成３３年３月３１日（５年間） 

 (2) 業務の範囲及び管理の基準（主なもの） 

  ア 施設等の維持管理 

  イ 施設等の利用の許可 

   ・指定管理者は、市長（教育委員会）の承認を受けて、開館時間及び休館日の変更

が可能 

   ・指定管理者は、使用許可事務を代行 

   ・使用料は条例により無料 

  ウ 利用の促進 

  エ 自主事業の企画及び実施 

   ・事業の内容は、あらかじめ市と協議 

(3) 管理業務の処理体制 

   職員の適正配置のほか体制の整備。なお、施設には、主任事務職員１人、事務職員

３人、その他職員を４人以上置く。 

(4) 管理業務の処理体制 

  市に専属的に付与された行政処分（目的外使用の許可など） 

(5) 管理業務の処理に必要な経費 

   指定管理者は、管理業務の処理に必要な経費を、自主事業の収入によって賄う。 

 (6) その他の条件 

   指定管理者は、雇用者の採用及び労働条件の維持に配慮 



  

指定管理者制度適用施設の概要・制度適用方法 

【整理番号５】 

１ 施設の概要 

(1) 名称 米子水鳥公園（以下「公園」という。） 

米子水鳥公園ネイチャーセンター（以下「ネイチャーセンター」

という。） 

(2) 所在地 米子市彦名新田６６５番地 

(3) 構造 【ネイチャーセンター】木造杉丸太半割葺２階建て 

(4) 敷地面積 【公園】２８７，６９６．３５平方メートル 

【ネイチャーセンター】２８０，０８９．８４平方メートル 

(5) 建築面積 ９７４．１０平方メートル（ネイチャーセンター） 

(6) 開館日 平成７年１０月２２日 

(7) 主な施設内容 【公園】つばさ池、とんぼ池、駐車場、屋外便所、倉庫、観察舎 

【ネイチャーセンター】観察ホール、展示室、事務室、会議室、

視聴覚室、駐車場 等 

(8) 施設の設置目 

 的（総合計画との 

 関連性等） 

ネイチャーセンターは、市民の自然環境に関する意識の向上を

図るため設置されている。 

市の総合計画では、豊かな自然環境の保全と共生を図るため、

米子水鳥公園を拠点とする環境学習の推進、米子水鳥公園の運営

による中海の賢明利用の促進、米子水鳥公園における湿地保全・

水鳥生態調査及びつばさ池の水質調査を行うこととしている。 

(9) 施設の現状 【公園】ラムサール条約登録湿地・中海の一角であり、コハクチ

ョウやカモ類等の野鳥の生息地として保護・管理し、水系循環シ

ステム等により園内のつばさ池の水質の維持管理を行っている。 

【ネイチャーセンター】野生鳥類の観察、自然環境学習の拠点と

して、多くの市民等に活用されている。 

(10) 施設の運営状 

 況（平成２５年 

 度）の概要 

ア 入館者数 ２１，４９３人 

イ 利用料金収入額 ２，０６０千円 

ウ 主な事業 

  ・普及啓発事業 

  ・調査研究事業 

  ・広報活動 

エ 管理運営費（支出額の合計） ３６，００５千円 

 



  

２ 制度適用方法 

 (1) 指定の期間 

   平成２８年４月１日～平成３３年３月３１日（５年間） 

 (2) 業務の範囲及び管理の基準（主なもの） 

ア 施設等の維持管理運営 

イ 施設等の利用の許可 

・指定管理者は、市長の承認を受けて、開館時間及び休館日の変更が可能 

・指定管理者は、使用許可事務を代行 

・利用料金制度を採用（利用料金は､指定管理者が条例に規定する使用料等の金額の

範囲内において、市長の承認を受けて定め、利用者から徴収。利用料金は、指定

管理者の収入として収受） 

ウ 利用の促進 

(3) 管理業務の処理体制 

職員の適正配置のほか体制の整備。なお、職員のうちから、指定管理対象施設の統

括責任者として１人（ネイチャーセンターの館長を兼ねる者）を置く。 

(4) その他の条件 

ア 指定管理者は、利用者で構成する団体その他関係団体と連携協力 


